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　12 月６日、認定こども園上
更別幼稚園では恒例の親子もち
つき会が開催されました。園児
たちが順番にもちつきを始める
と「よいしょ～、よいしょ～」
とのかけ声が響き、会場は賑や
かな雰囲気に包まれました。
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更別村長

西　山　　　猛
更別村議会議長

織　田　忠　司

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
我
が
国
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
新
春
を
迎
え
た
そ
の
日
に
、

石
川
県
能
登
半
島
を
は
じ
め
と
す
る
北

陸
地
方
に
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発

生
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
大
変

厳
し
い
新
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
９
月
に
は
豪
雨
災
害
も
発
生
し
て

お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。10

月
に
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

行
わ
れ
、
15
年
ぶ
り
に
与
党
が
過
半
数

割
れ
と
な
り
、
政
権
運
営
は
不
透
明
な

局
面
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
苦

難
を
経
て
、
デ
フ
レ
脱
却
か
ら
成
長
へ

の
転
換
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
物
価
の

高
騰
に
よ
り
国
民
の
負
担
感
は
増
し
て

い
ま
す
。
山
積
す
る
課
題
に
与
野
党
が

丁
寧
に
協
議
し
、
国
民
の
た
め
の
政
治

と
な
る
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

海
外
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
は
解
決
の
糸
口
が
見
え

ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
対
立
は

戦
火
が
周
辺
国
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ガ
ザ
地
区
で
は
既
に
４
万
人
が
犠
牲
と

な
っ
て
お
り
、
停
戦
に
向
け
た
現
実
的

な
解
決
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
昨
年
11
月
の
米
大
統
領
選
に
お
い

て
、
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
世
界
経

済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
国

内
外
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。世

界
情
勢
が
不
安
定
な
状
況
で
あ

っ
て
も
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け

る
日
本
選
手
の
躍
動
や
、
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
・
大
谷
翔
平
選
手
の
歴
史
的
な
活

躍
ぶ
り
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
年
も
日
本
を
元
気
づ

け
て
く
れ
る
出
来
事
が
一
つ
で
も
多
く

あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
更
別
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
一
昨
年
に

続
く
猛
暑
と
少
雨
に
よ
る
品
質
の
低
下

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
業
者
の
皆

様
の
日
ご
ろ
の
ご
努
力
と
関
係
機
関
の

ご
指
導
に
よ
り
、
史
上
最
高
に
迫
る
農

業
粗
生
産
額
が
確
保
さ
れ
た
も
の
と
伺

っ
て
お
り
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
分
譲
地
﹁
花
園
プ
ラ
ム
タ

ウ
ン
﹂
は
令
和
７
年
度
か
ら
の
販
売
に

向
け
て
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
３
年
目
を
迎
え
た
更
別
ス
ー
パ
ー

ビ
レ
ッ
ジ
構
想
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
向
け
た
基
盤
整
備
は
進
ん
で
お

り
、
住
民
の
利
用
拡
大
と
定
着
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
暑
熱
対
策

と
し
て
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
に
空

調
設
備
が
設
置
さ
れ
、
昨
夏
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
村
の
宝
で
あ

る
子
供
た
ち
が
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
村
民
の
皆
様

と
議
会
、
議
員
が
よ
り
身
近
な
存
在
と

な
る
よ
う
、
議
会
中
継
や
住
民
懇
談
会

な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
意
見
に
耳
を

傾
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
任
期
４
年
の
折
り
返
し

の
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
議
員
が
一

丸
と
な
り
、
皆
様
の
民
意
を
村
政
に
反

映
さ
せ
、﹁
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
ま
ち
﹂
づ
く
り
に
向
け
て
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
が

村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
勝

で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
と
し
て
は
、
更

別
農
業
高
等
学
校
の
活
躍
、
野
球
少
年

団
や
空
手
で
の
全
道
、
全
国
大
会
出
場

と
い
う
活
躍
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
﹁
ふ
る
さ
と

納
税
﹂
寄
付
額
が
４
億
２
千
万
円
で
過

去
最
高
額
と
な
り
、
本
年
度
も
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
自
主

財
源
の
確
保
と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
本

村
の
施
策
の
実
現
や
諸
課
題
解
決
に
向

け
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
関
連
事
業
の
ほ
か
、行
政
Ｄ
Ｘ
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
新
更
別
地
区
国
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
や
国
道
橋
の
架
け
替

え
工
事
・
サ
ラ
ベ
ツ
川
改
修
、
花
園
プ

ラ
ム
タ
ウ
ン
第
一
期
分
譲
開
始
、
給
食

セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
、
福
祉
ホ
ー
ム
建

設
が
あ
り
、
新
た
に
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
も
開
始
の
予
定
で
す
。

　
今
年
は
巳
年
で
す
。
人
体
の
細
胞
が

常
に
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す
よ
う
に
、

自
治
体
も
ま
た
時
代
の
変
化
に
即
応
し

て
進
化
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
20
年
後
、
30
年
後
も
豊
か
で
持
続

可
能
な
村
の
実
現
に
向
け
、本
年
も﹁
未

来
へ
つ
な
ぐ
村
づ
く
り
﹂
に
挑
戦
し
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
、
な
お
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
中
に
お
い
て
も
、
直
面

す
る
村
内
外
の
山
積
す
る
課
題
に
し
っ

か
り
と
正
対
し
、そ
の
解
決
を
目
ざ
し
、

停
滞
す
る
こ
と
無
く
前
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
　

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

本
村
基
幹
産
業
の
農
業
で
あ
り
ま
す

が
、
天
候
に
よ
り
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
総
じ
て
大
き
な

災
害
も
無
く
、
例
年
を
上
回
る
出
来
秋

を
迎
え
、
粗
生
産
額
も
過
去
最
高
に
迫

る
勢
い
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
生
産
者
の
皆
様
の
高

い
営
農
技
術
と
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
る
円

高･

物
価
高
に
よ
る
肥
料
・
飼
料
・
燃

油
や
農
業
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
と
り

わ
け
、
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

安
定
経
営
基
盤
そ
の
も
の
を
揺
る
が
す

憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
共

に
強
力
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
に
お
い
て
は
、
長
年
営
ん
で

き
た
歴
史
あ
る
店
舗
や
生
産
拠
点
が
相

次
い
で
事
業
を
終
了
さ
れ
た
こ
と
は
、

誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
担
い
手
や

後
継
者
の
育
成
な
ど
、
商
工
会
の
皆
さ

ん
と
の
連
携
を
密
に
し
、
継
続
的
に
適

切
で
効
果
的
な
経
済
対
策
の
実
施
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
７

年
の
輝
か
し
い
新
春
の
幕
開
け
を
ご
家

族
皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
村
政
の
運
営
・
執
行

に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
早
く
も
村
長
三
期
目
の
折

り
返
し
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
以

上
に
し
っ
か
り
と
村
民
の
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
公
約
の
実
現
に
向
か
っ
て

邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
引
き
続
く
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
に
代

表
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
急
速
な

変
化
、
更
に
は
複
雑
で
混
沌
と
し
た
国

際
情
勢
や
見
通
し
の
定
ま
ら
な
い
経
済

状
況
な
ど
国
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
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スーパービレッジ構想
　更別ベーシックインフラサービス（SBIS）のデジタル公民
館サービス事業の1つ『健康見守りサービス』で導入している
スマートウォッチを活用したウォーキングイベント『ウォーキン
グさらべつ 2024』が９月１日から10 月 31日までの間で実施
されました。
　参加者 14 名のうち、上位３位の方は全員100 万歩を超え、
１位の方はなんと198 万歩という記録でした！
　イベント期間中の歩数上位３位までの方には、ヤマジョウ（店
舗）または道の駅さらべつで使える地域ポイントがプレゼント
され、また、期間中に 40 万歩以上を歩いた７名の方に参加
賞が渡されました。
　スマートウォッチは、腕時計で心拍・血圧・血中酸素などの
生体情報のほか、歩数などの行動情報を日常的に計測するこ
とで、ご自身の健康状態をスマートフォンで閲覧することが可
能なサービスです。更別ベーシックインフラサービスの『デジ
タル公民館サービス』へ申し込みをし、ご自身の健康状
態をチェックしてみませんか？

S B I S

コミュニティナースが住民のみなさんと
関係づくりを始めています。

●問い合せ
   企画政策課スーパービレッジ推進室　 52-5252　　　　（株）CNC 更別事業所   　 070-7568-2493　
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ɩɣȴĂၙ ɣȱɈෂɁඋɜȦඋȥɈইɬܾܧɁȧɥȾ
ɄȦɤɬȾȩɤɘȳă

コ ミ ナ ス 通 信vol.31
コミュニティナースが住民のみなさんと

関係づくりを進めています。

ĩ

ĩĩ

左から　いまむー・やや・ゆみ　です

毎週木曜日の午後は活動拠点の
福祉の里温泉のロビーに滞在！

お気軽にご相談ください。

基調講演に登壇しました

ラオスの研修員と交流
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◆ウォーキングさらべつ2024結果発表！
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◆すいすい村内移動
　冬期自動運転移動サービスのご案内

●このページの問い合せ
   企画政策課スーパービレッジ推進室
　 52−5252

●デジタル公民館サービスに関する問い合せ
　 Social Knowledge Bank合同会社 （ソーシャル ナレッジ バンク）
　 65-0366  070-8916-6420

　役場と福祉の里総合センター間で運行している更別ベーシックインフラサービス（SBIS）のデジタル公民館サービス取組事
業の１つ「すいすい村内移動自動運転サービス」について、９月の実証実験に続き、下記の日程で運行ルート、運行本数を拡
大し実証実験を行います。今回は、花園町や新栄町、曙町のシルバーハウジング前を通るルートも追加され、より充実したルー
トへ拡充して実施いたします。福祉の里総合センターを出発し、約20 分間隔で１日14便に増便して運行します。
　また今回の実証実験では土日も運行いたします。ぜひ、この機会にご利用くださ
い。実証実験のため、更別ベーシックインフラサービスへの申し込みは必要なく、
予約不要でどなたでもご利用できます。
　※２月10日（月）からは、既存の運行に戻ります。
【実証実験内容】
◆運行期間
　１月 23 日（木）～ 2 月９日（日）

毎週木曜日から日曜日（土日も運行）
◆運行ダイヤ
　10 時から 16 時の間、約 20 分間隔で 14 便運行し、
　１周約 15 分です。

シルバーハウジング

Ŝ!༔ഺࠞޜࣃʓンʗー
申込不要、予約不要

進行方向左側の安全な場所で

早めに手をあげてお待ちください

時刻 福祉の里総合センター出発時間
10 時            　　 　20           40
11時 　  00 　　 　 20           40
12時      00 　 　　 20           40
13 時 ー
14 時      05 　　 　 25           45
15時      05 　　 　 25           50

◆運賃
　無料
◆運行車両・乗車人数
　８人乗りの自動運転車両
　（ワゴン車で青いマークが目印）
◆運行方法
　自動運転レベル２で運行します。アクセル・ブレー

　キおよびハンドル操作は自動です。障害物などがあ

　る場合は自動で停止します。常に運転手が監視を行

　います。

◆乗車方法

今回は実証実験のため９月の実証と同じく、ルート

　上のどこでも乗車が可能です。乗車時は、進行方向

　左側の安全な場所で早めに手をあげてお待ちくださ

　い。

更別ベーシックインフラサービスの
デジタル公民館サービス申込フォーム
更別ベーシックインフラサービスの

デジタル公民館サービス申込フォーム
更別ベーシックインフラサービスの

デジタル公民館サービス申込フォーム

ルーʠ߄

ルーʠ߄
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※医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合せください。

【イメージ図】

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和 6 年１月 ○○病院 医科外来 １ 18,000 1,800
令和 6 年 2 月 ◇◇薬局 調剤 １ 10,000 1,000
令和 6 年 3 月 △△病院 医科入院    ５ 202,000 20,200 15 11,490 6,900

合計 230,000 23,000 11,490 6,900

医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

注
意
事
項

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
︑
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
医
療
費
総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
医
療
費
通

知
を
︑
対
象
期
間
に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
全
て
の
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
へ
︑
１
月
上
旬（
令
和
６
年
１
~
９
月
分
）と

２
月
下
旬（
令
和
６
年
10
月
~
12
月
分
）の
年
２
回
送
付
し
ま
す
︒

●
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ

◆
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た
め
、
ご
自
身
の
健
康
状

　
態
の
把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
健
康
診
査
な
ど
、
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
や
増
進
に
役
立
つ
情

　
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
管
理
の
重
要
性
を
意
識
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
亡
く
な
っ
た

　
方
に
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
自
己
負
担
額
は
、
村
か
ら
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
な

　
ど
、
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際
に
窓
口
で
支
払
っ
た
金

　
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
こ
の
通
知
は
み
な
さ
ん
の
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

　
で
あ
り
、
請
求
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
控
除
の
申
告

◆
こ
の
通
知
は
医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
で
医
療
費
の
明
細
書

　
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
（
※
）。

　
令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、「
宅

地
分
譲
整
備
事
業
（
花
園
プ
ラ
ム
タ
ウ
ン

第
２
期
造
成
）」、「
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
」、「
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
推
進

事
業
」、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
」、「
社

会
福
祉
施
設
整
備
事
業
（
福
祉
ホ
ー
ム
建

設
）」、「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

（
建
設
）」、「
行
政
区
会
館
改
修
事
業
」
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
現
在
予
算
審
議
中
で
す
の
で
、
内
容

　
が
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
の

　
主
な
事
業
予
定
に
つ
い
て

　
村
か
ら
の
連
絡
事
項
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

①
花
園
プ
ラ
ム
タ
ウ
ン
第
１
期
分
譲
予
定

②
村
道
の
除
雪

③
出
前
宅
配
便
「
健
康
講
座
」
の
開
催

④
議
会
報
告
会
と
住
民
懇
談
会
の
開
催

⑤
２
０
２
５
農
林
業
セ
ン
サ
ス
実
施

⑥
広
報
新
年
号
の
配
布
日

⑦
年
度
内
の
主
な
行
事
予
定

⑧
役
場
等
の
年
末
年
始
業
務
日
程

連
絡
事
項
に
つ
い
て

12
月
５
日
︑
今
年
度
第
２
回
目
の
行
政
区
長
会
議
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
︒
令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
西
山
村
長
や
担
当
課
長
か
ら

説
明
を
行
い
︑
出
席
者
か
ら
は
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒
説
明
し
た
議
題
の
う
ち
︑
主

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
︒

年
度
内
の
行
事
予
定

　
・
１
月
12
日
（
日
）

　
　
更
別
村
二
十
歳
を
祝
う
会

　
・
２
月
16
日
（
日
）

　
　
更
別
村
教
育
の
日
村
民
集
会

　
・
３
月
中
旬

　
　
村
議
会
定
例
会

　公益財団法人北海道消防協会十勝地方支部の規定
に基づき、更別消防団が令和４年５月から 18 か月
に火災が１件であったことから、準無火災の表彰を
受けました。小川誠二団長は「これからも火災や災
害のない村にしたい」とあいさつ。西山村長は「準
無火災の表彰、大変おめでとうございます。日頃の
訓練のたまものです。今後も、村民の命と暮らしを
守るため、ご尽力よろしくお願いいたします」と激
励しました。

　村国民健康保険診療所が、救急病院等を定める省
令に基づき、救急診療所（救急対応をする診療所）
の告示から 15 年以上経過したことを受け、北海道
知事感謝状の該当となりました。感謝状は、11 月
27 日、帯広保健所企画総務課熊谷毅課長から「貴
診療所は地域医療や在宅医療に熱心に取り組まれて
おり大変素晴らしい診療所です」と手渡され、山田
康介所長は「ありがとうございます。これからも診
療に、また、地域医療に励みます」と受け取りました。

北海道消防協会十勝地方支部
準無火災表彰

救急病院・救急診療所
北海道知事感謝状
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令和７年度
新入学児童・生徒の

保護者のみなさんへ

12 月 10 日 ( 火 )、村の冬の夜を彩る風物詩『sara
イルミ』が今年も点灯しました。
　初日はイルミネーション点灯式が農村公園で行わ
れ、コーンスープの無料配布や、光るおもちゃも配
布され、親子連れや、お友達同士で点灯を待つ姿が
ありました。
　観光協会爲廣正彦会長のカウントダウンで点灯す
ると、青、赤、黄色などの電球約４万個が一斉に灯
りを放ち、子どもたちからは歓声が上がりました。
　sara イルミは２月 14 日（金）まで、毎日 17
時から 22 時 30 分までの間、点灯します。

saraイルミが点灯しました♪

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　 52 2111　 　soumu sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　 52 2114 　　kikaku sarabetsu.jp

北海道 　    更別村

Facebook&Instagram
QR コードを読み取って
フォローをしてみよう！

左から西山村長、及川副団長、小川団長、大野副村長 左から山田所長、熊谷課長

が
開
催

行
政
区
長
会
議

ŜᄎȞਗȵ

āࠫૢޏࢾოࣟāāāԠ63-3322
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各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス →　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp

          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

11
月
28
日
、﹃
北
海
道
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
選
手
交
流
会
２
０
２
４
﹄
の
一
環
と
し

て
小
学
校
訪
問
が
実
施
さ
れ
、
更
別
小
学
校

に
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
池
田
隆

英
投
手
と
生
田
目
翼
投
手
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

両
選
手
が
登
場
す
る
と
体
育
館
に
集
ま
っ

て
い
た
更
別
小
学
校
と
上
更
別
小
学
校
の
児

童
た
ち
は
大
興
奮
。
事
前
に
練
習
を
し
て
い

た
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
讃
歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
、

出
迎
え
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
、
児
童
か
ら
の
質
問
タ
イ

ム
や
両
選
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ま
た

両
選
手
か
ら
各
学
校
へ
サ
イ
ン
色
紙
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
投
手
と
生
田
目
投
手
は
「
今
日
は
元

気
い
っ
ぱ
い
の
歌
な
ど
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

児
童
を
代
表
し
、
更
別
小
学
校
児
童
会
長

の
𠮷
根
さ
ん
と
上
更
別
小
学
校
児
童
会
長
の

小
谷
さ
ん
が
「
今
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
は
日
本
一
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

両
選
手
が
退
場
す
る
前
に
は
、
写
真
撮
影

も
行
わ
れ
、
最
後
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　今年で 61 回目となる村総合文化祭芸能発表会（実行委
員会主催）が社会福祉センター大ホールで開催され、村
瀬泰伸実行委員長は「11 月上旬に開催された作品展示
会に続き、年に一度、日頃の練習の成果を発表する機会
です。さまざまな演目がありますので、皆さん楽しんで
ください」とあいさつ。発表会は、太鼓や大正琴などの
息のあった演奏や、子どもたちのバトン演技もあり、ま
た踊り、民謡やオカリナのほかバンド演奏が披露され、
会場からは手拍子や拍手が送られました。

　口腔と栄養の介護予防教室『かむかむ教室』でバスツ
アーが初めて開催され、９名が参加しました。参加者は
つがやす歯科医院が運営するつがハウス『のぶキッチン』
を訪問、管理栄養士から不足しがちなタンパク質と摂り
方について自宅で実践しやすいメニューの説明を受け、
歯科衛生士と舌や唇の筋肉を保つ体操を一緒に行いまし
た。昼食は、十勝産の野菜や豆など 11 種類の食材を使っ
た栄養たっぷりなメニューで、参加者は楽しみながら学
びを深めました。

口腔と栄養を学ぶ
かむかむ教室でバスツアー

練習の成果を発揮
総合文化祭芸能発表会が開催 11/1311/23

認知症と共に生きるために
認知症セミナー開催

　サラパークホールを会場に認知症セミナーが開催。村の
取組などの説明の後には、村国保診療所堂坂瑛子副所長の
講話や映画オレンジランプの上映もあり、参加者は認知症
の症状や治療方法、相談場所や寄り添い方などについて学
習。自分や家族の介護、地域での取組などを学びました。

初めての音色に夢中
つがる三味線を体験

　上更別小学校では、民謡友の会（西川克子会長）の紹介
でつがる三味線石黒会会主の石黒みゆきさんを講師に三味
線体験授業が行われました。児童たちは説明を受けた後に
実際に三味線演奏に挑戦。「バチの持ち方や音の鳴らし方
が難しかったけど楽しかった」と楽しく演奏しました。

子どもの主体性をのばすために
育児講演会実施

　NPO 法人えじそんくらぶ代表高山恵子氏を講師に、昼
は乳幼児の保護者向けに、夜は専門職向けに講演会が開
催され約 100 名が参加しました。高山さんは「自立に向
けた３段階の支援があり、自立を視野に入れたフルサポー
ト、1 人でできるように距離をおいてするサポート、失敗
したときの安全基地を作って」とアドバイスしました。

12/5
ロバ隊長で PR
チームオレンジが活動

2009 年から実施している認知症サポーター養成講座を
受講したサポーター数人で『チームオレンジ』が 2024 年
１月に発足。今年度は、ささえ愛の活動と合わせ、認知症
を地域で支える活動を広げるため、チームオレンジのメン
バーが所属するハンドメイドつながりが認知症サポーター
のマスコット『ロバ隊長』のぬいぐるみを制作しました。

11/26
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I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
8days8days

11/1211/20

いじめ・SNS を考える
どんぐり村こども会議が開催12/5

　今年で５回目のどんぐり村子ども会議が中学校
図書室を会場に開催され、更別中央中学校生徒会
役員、更別小学校と上更別小学校の児童会役員が
参加。今年は『いじめ根絶に向けて』、『更別村子
どものネット・スマホ・ゲームとの付き合い方ルー
ル宣言』について事前に各学校でアンケートと課
題の洗い出しを実施、子ども会議で各学校の状況
を発表し、３グループに分かれて課題や対策につ
いての意見交換を実施しました。最後に更別中央
中学校生徒会役員がまとめを行い、いじめについ
ては「嫌なことをされたらすぐ相談する」、「いじ
めてることに気づいていない人には、嫌な思いを
している人がいることを伝える」、ルール宣言につ
いては「ルール宣言を知らない人が多いので、子
ども用のポスターを作る」、「クラスや全体集会で
の周知や啓発などをする」と確認し合いました。
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※
更
別
消
防
署
が
行
う
競
争
入
札

　
（
工
事
、
委
託
業
務
等
）の
み
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、
村
の
競
争

　

入
札
参
加
資
格
審
査
に
申
請
す

　

る
こ
と
で
更
別
消
防
署
が
行
う

　

競
争
入
札
の
参
加
に
必
要
な
競

　

争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
ま
す
。

と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課

　
施
設
装
備
係

　
　
　
　
　
　

 

☎
26
・
０
１
１
９

contract@
fire-tokachi.hokkai

　

do.jp

　

北
海
道
最
低
賃
金
は
令
和
６
年

10
月
１
日
に
時
間
額
１
０
１
０
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
定
最

低
賃
金
（
４
業
種
）
に
つ
い
て
も

12
月
１
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
北
海
道
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
最
低
賃
金
に
つ

い
て
」
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　

 

☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

　
令
和
７・８
年
度
の
と
か
ち
広
域

消
防
事
務
組
合
が
発
注
す
る
工
事

や
物
品
の
売
買
、
委
託
業
務
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業

者
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組

合
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請（
帯
広
市
に
申
請
す
る
こ
と
で

登
録
さ
れ
ま
す
）ま
た
は
消
防
署

が
所
在
す
る
町
村
役
場
の
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
が
必
要
で

す
。

　

申
請
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
と

か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間
・
申
請
方
法

 

・
建
設
工
事
、
設
計
委
託

　

北
海
道
市
町
村
入
札
参
加
資
格

　

共
同
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電

　
子
申
請（
１
月
31
日（
金
）ま
で
）

 

・
物
品
供
給
、
役
務
提
供

　
左
記
の
と
お
り

　

風
し
ん
は
、
感
染
力
の
強
い
感

染
症
で
す
。
自
覚
症
状
が
少
な
く
、

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
周
囲
の
人
に
感

染
を
広
げ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染

す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天
性
心

疾
患
・
白
内
障
・
難
聴
を
特
徴
と

す
る
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
感
染
を
拡
大
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
社
会
全
体
が
免
疫

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

村
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
の
間
に
、
公
的
な
接
種

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
へ

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効

期
間
は
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で

で
す
。
ご
家
族
や
身
近
な
人
を
守

る
た
め
に
も
、
抗
体
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
て
い
な
い
方
で
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発

行
が
可
能
で
す
の
で
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　

  

☎
53
・
３
０
０
０

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ

た
り
の
保
険
料
は
１
６
９
８
０
円

（
令
和
６
年
度
）で
す
。

●
加
入
手
続
き
と
そ
の
流
れ

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
や
「
国
民

年
金
保
険
料
納
付
書
」、「
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
」
な
ど
が
送
ら
れ

ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
は

国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
の
変

更
や
保
険
料
納
付
の
確
認
、
年
金

請
求
の
際
に
必
要
に
な
る
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
方
、

障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い

る
（
し
て
い
た
）
方
に
は
送
ら
れ

る
ほ
か
、
役
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す

が
、
税
務
署
か
ら
提
示
ま
た
は
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
医
療
保
険
者

な
ど
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記

入
を
省
略
で
き
ま
す
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　

 

☎
24
・
２
１
６
１

　

固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
期
限

は
、
１
月
31
日（
金
）で
す
。

　

納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　

 

☎
52
・
２
１
１
２

ま
せ
ん
）。
お
知
ら
せ
が
届
か
な

い
場
合
は
加
入
手
続
き
が
必
要
と

な
る
た
め
、
役
場
住
民
生
活
課
ま

た
は
帯
広
年
金
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。
保
険
料
は
金
融
機
関
の

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
、
オ
ン
ラ
イ
ン
納
付
も
可
能

で
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

  

21
・
１
５
１
１

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　

  

52
・
２
１
１
２

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

役
場
で
の
申
告
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
、
事
前
に
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
成
を
終
わ
ら
せ
て
か
ら
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。
様
式
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

●
国
民
年
金
と
は

　

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合

う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た
公

的
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

は
、
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
対
象
者

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

に
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
で
す

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

特
定
最
低
賃
金（
４
業
種
）

の
改
定
に
つ
い
て

　

令
和
７
〜
10
年
度
に
村
が
行
う

「
建
設
工
事
」、「
設
計
」、「
物
品
調

達
等
」
の
入
札
や
見
積
合
わ
せ
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
登
録
す
る
た

め
の
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

今
回
か
ら
電
子
申
請
で
の
提
出

を
原
則
と
し
ま
す
。
電
子
申
請
の

方
法
や
申
請
書
類
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
資
格
の
有
効
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

●
申
請
期
間

　
１
月
17
日（
金
）８
時
30
分
か
ら

   

２
月
17
日（
月
）17
時
15
分
ま
で

●
申
請
方
法

　

 

・
電
子
申
請
（
24
時
間
受
付
）

　

 

・
郵
送
（
２
月
17
日
必
着
）　

　

 

・
持
参

　
　
（
役
場
開
庁
日
の
み
受
付
）

総
務
課
財
政
契
約
係

　
　
　
　
　
　

 

☎
52
・
２
１
１
１

村
の
競
争
入
札
参
加
資
格

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
！

      

　ྣ౺ߤഊඨଆɉຎჶɈ࠰ĂࡥݚɈɂȤɤާ

ȱɀȞɘȳă

āૢᅅᄝɉᅟɁȳɈɁĂɼンʗーʥʛʠɅ

ȳɥȤ༎əȦȜɤ࠲Ʌߤ౺ȳɥʠˁʮルɞྣ࠲

ɘȱȹɣĂȤॎɅȮഊඨȩȺȯȞă

şާಡāႴଢ଼ॢᅓ

āāāāāĪ୳Ć༃Ⴢ༃தȩī

ş૪ā࠰ā24 ૪ 11 ယ!ġ 27 ૪ 11 ယ

ş௲āஒāෂઑ໘ഺᄜ௲ఛෝକāࡼޏଆǏ

āāāāāĪෂઑ໘ഺຄǍ௸ǍූᄆǎྈණǍī

ŜᄎȞਗȵā

āદࣞݻᇯລࠫबāԠ 63.3322

消費生活相談室の
開催について

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

　北海道では、道内の消費生活に関する意見・要望や生活必需
品の供給と価格動向を把握し、消費生活の安定と向上を図るた
め、令和７年度（４月から１年間）の消費生活モニターを１名
募集しています。申込みされる方は、１月 31 日（金）までに
産業課商工労働観光係までご連絡ください。
・謝礼　　月額１６００円　

消費生活モニターを募集します

●問い合せ　産業課商工労働観光係　☎️ 52-2211

各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生

18 歳以上 33 歳
未満

（32 歳の方は、採
用予定月の末日現
在、33 歳に達し
ていない方）

随時受付中 受付時に
ご案内します

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

一般

15歳以上17歳
未満の男子
※平成 20 年４月
２日から平成 22
年４月１日までの
間に生まれた方

令和７年
１月16日（木）
まで

１次試験　
　令和７年
　1月25日（土）
２次試験　
　令和７年
　2月16日（日）
※試験会場
　帯広市内

　自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南 14 丁目13 NC サウスビル）
　 23-8718
　 　obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ募　集

風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

物 品 供 給
役 務 提 供

帯広市が指定する書類の郵送（原則）
または持参
様式は帯広市ホームページを参照。

申 請 期 限 １月24日（金）
※当日消印有効

申 請 先
〒 080-8670
帯広市西５条南７丁目１番地
帯広市役所総務部総務室
契約管財課

詳しくは
こちら

⬇️

詳しくは
こちら

⬇️
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各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　

見
学
旅
行
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
２
年

　

私
は
、
見
学
旅
行
が
楽
し
み
で
し
た
。

今
ま
で
関
東
方
面
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
と
、
見
た
こ
と
の
な
い
植
物
や

建
物
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
一
日
目
は
、
浅
草
寺
と
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
で
の
研
修
。
特
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で

は
、
面
白
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
し

っ
か
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
東
京
復
興
記
念
館
と
鎌
倉
に

行
き
、
東
京
復
興
記
念
館
で
は
関
東
大
震

災
の
こ
と
以
外
に
も
東
京
大
空
襲
の
こ
と

を
学
習
で
き
た
こ
と
が
意
外
で
し
た
。
鎌

倉
研
修
は
時
間
が
押
し
、
ゆ
っ
く
り
観
光

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど

の
有
名
な
場
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
日
目
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行

く
直
前
に
私
は
足
を
捻
挫
、
そ
の
お
か
げ

で
午
前
中
は
ず
っ
と
病
院
で
し
た
。
途
中

で
心
配
し
て
メ
ー
ル
を
く
れ
た
友
人
が
い

て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
幸
い
、
午
後
か

ら
車
椅
子
で
回
る
こ
と
が
で
き
、
怪
我
を

し
て
い
て
も
楽
し
く
、
結
局
、
夜
ま
で
楽

し
め
ま
し
た
。
四
日
目
は
、
み
か
ん
狩
り

と
お
台
場
研
修
で
、
自
分
で
取
っ
た
み
か

ん
は
、
想
像
以
上
に
甘
か
っ
た
で
す
。
お

台
場
研
修
で
は
当
初
の
予
定
通
り
に
は
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ガ
ン
ダ
ム
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
都
会
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
な
学
び
が
あ
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
見
学
旅
行
。
怪
我
を
し
た
時
に
は
、

ク
ラ
ス
の
皆
が
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
く

れ
、
見
学
旅
行
で
の
経
験
で
こ
の
ク
ラ
ス

は
優
し
い
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
２
年
　
　

見
学
旅
行
の
季
節
。
家
族
以
外
と
寝
食

を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
こ
の
旅
行
で
新
た

な
も
の
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
期
待
と
、
そ
の
反
面
、
行
動
を
と
も
に

す
る
メ
ン
バ
ー
と
協
力
で
き
る
の
か
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
あ
っ
と
い
う
間

に
一
日
目
が
終
わ
り
、
二
日
目
は
、
自
分

が
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
鎌
倉
に
行
く
日

に
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
調
べ
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
み
る
と

敷
地
の
広
さ
や
、建
築
物
の
大
き
さ
な
ど
、

予
想
以
上
に
規
模
が
大
き
く
、
驚
き
ま
し

た
。
長
谷
寺
で
は
本
堂
や
お
地
蔵
様
の
場

所
な
ど
配
置
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
美
し

く
、
本
堂
は
、
今
で
は
も
う
見
ら
れ
な
い

建
築
様
式
に
思
い
ま
し
た
。
鶴
岡
八
幡
宮

で
は
、
階
段
の
多
さ
が
印
象
に
残
り
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
多
い
の
か
、
な
ぜ
高
所
に

立
て
た
の
か
、
設
計
し
た
人
の
考
え
な
の

で
推
測
に
し
か
な
ら
な
い
で
す
が
、
そ
の

故
人
の
考
え
を
た
ど
る
楽
し
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
建
築
の
方
の
進
路
に
進
み
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、

今
回
の
見
学
旅
行

で
は
、
行
く
先
々

で
建
築
物
の
形
の

美
し
さ
や
、
巧
み

な
意
匠
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、

旅
行
が
終
わ
り
、

自
分
の
進
路
が
は

っ
き
り
と
定
ま
っ

た
気
が
し
ま
す
。
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　朝ご飯作りを楽しく習

慣化させる簡単なレシピ

満載のお料理本。
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新 着 図 書 案 内
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こ
こ
ろ
に
ケ
ガ
を
し
た
ら(

プ
ル
ス
ア
ル
ハ)

今月の読みきかせ

１月 18 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『New Trainers』

( 英語で読みきかせをします )

■『ゆきのうえゆきのした』

今月の展示

将
軍
の
鯰  (

吉
野　

光)

ア
カ
ン
や
ん
、

ヤ
カ
ン
ま
ん

(

村
上　

し
い
こ
︶

ゴ
ロ
ゴ
ロ
リ
ン

ぼ
く
は
な
に
も
の
？ (

オ
ル
ガ

・
デ
・
デ
ィ
オ
ス)

拓
ち
ゃ
ん
博
士
の
よ
く
飛
ぶ

お
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室

︵
戸
田　

拓
夫)

押
絵
と
旅
す
る
男

(

江
戸
川　

乱
歩)

ビ
ー
カ
ー
く
ん
の

な
る
ほ
ど
理
科
室
用
語
辞
典

(

う
え
た
に
夫
婦)

恐
竜
の
あ
た
ま
の
中
を

の
ぞ
い
た
ら

(

大
島　

英
太
郎)

そ
れ
っ
て

決
め
つ
け
じ
ゃ
な
い
？ (

北
村　

英
哉
他)

森
の
歌
が
き
こ
え
る (

田
島　

征
三)

に
じ　
　

　
　

(

武
田　

康
男)

ま
る
ご
と

う
ち
ゅ
う
カ
レ
ー

(

チ
ョ
ー
ヒ
カ
ル)

現
地
調
査
で
実
感
！

地
球
史
の
重
大
イ
ベ
ン
ト
40

(

古
儀　

君
男)

軽
い
ノ
リ
ノ
リ
の
イ
ル
カ  (

又
吉　

直
樹　

他)

Ｙ
の
悲
劇

(

黒
岩　

麻
里)

文
化
の
脱
走
兵　
　

(

奈
倉　

有
里)

こ
そ
だ
て
え
ほ
ん

  (

高
濱　

正
伸)

未
来
の
ソ
フ
ィ
ー
た
ち
へ  ( 

ヨ
ー
ス
タ
イ
ン

　
　

  

・
ゴ
ル
デ
ル)

わ
た
し
の
知
る
花

(

町
田　

そ
の
こ
︶

笑
っ
て
健
康
と
幸
せ
を

つ
か
む
24
の
方
法

脳
は
ス
マ
ホ
で
若
返
る

︵
内
野　

勝
行)

夜
と
跳
ぶ　
　

︵
額
賀　
　

澪)

な
ぞ
と
き

(

畠
中　
　

恵)

70
歳
か
ら
の
栄
養
が
と
れ
る

レ
ン
チ
ン
ご
は
ん　
　

︵
藤
野　

嘉
子)

ス
マ
ホ
社
会
と
紙
の
本

 (

高
橋　

文
夫)

(

鎌
田　
　

實)

は
た
ら
く
く
る
ま

し
ゅ
つ
ど
う
し
ま
す
！

(

鈴
木　

ま
も
る)

親子読み聞かせマラソン

図書室では、未就学児のお子さんを対象とした

親子読み聞かせマラソンの参加者を募集していま

す。詳しくは図書室カウンターへ。

　何度でも参加できますので、皆さんのご参加を

お待ちしています！

■一般書コーナー

　『成人の日の本』

■児童書コーナー　

　『おしょうがつのえほん』

　『せつぶんのえほん』

コ
ー
ギ
ビ
ル
の

村
ま
つ
り

 (

タ
ー
シ
ャ

　

・
テ
ュ
ー
ダ
ー)

あ
さ
ご
は
ん
で

世
界
い
っ
し
ゅ
う

 (

ア
リ
ス
・
Ｂ

・
マ
ッ
ギ
ン
テ
ィ)

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp

地域安全ニュース

š৩်ഺɈৄฆૌႀૢঠૌʔ˅ࡥሃ

　2,366 日 (12 月 17 日現在 )

šණڤۊۿɈȤඪɣȵ
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　冬期間となり、十勝管内では凍結路面によって一時

停止場所で止まれず、出会い頭に衝突や制御不能とな

り、路外へ逸脱する事故が多発します。スピードダウ

ンに心がけ、十分な車間距離をとって運転しましょう。

行
政
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

︵
９
人
制
︶

●
優
勝
　
柏
町
　

●
２
位
　
旭
区

●
３
位
　
勢
雄
区

行
政
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

︵
６
人
制
︶

●
優
勝
　
柏
町
　

●
２
位
　
若
葉
町

　
　
　
　
ド
リ
ー
ム

●
３
位
　
旭
区
B

12/8 11/24

行
政
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

●
優
勝
　
若
葉
町
　

●
２
位
　
新
栄
町

●
３
位
　
更
別
区

12/1

令和７年２月１日現在で、全国一斉に農林業
の国勢調査といわれる「2025 年農林業セン
サス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業政策に役立てるた
めに５年ごとに実施される大切な調査で、全国
の農業・林業を営む方を対象としています。
　令和７年１月から調査員が農林業を営んでい
る皆さんを訪問し、調査票に農林業の経営状況
などの記入を依頼しますので、ご協力をお願い
いたします。
　なお、詳しくは、農林水産省のホームページ
をご確認ください。

●問い合せ
　住民生活課住民生活係　 52−2112

2025 年

農林業センサスにご協力を

詳しくは
こちら

⬇️ 
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総人口

3,088 人
（± 0 人）

男性

1,515 人
（ー 1 人）

女性

1,573 人
( ＋ 1 人）

世帯数

1,368 世帯
（ ＋ 4 世帯）

お知
らせ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
担
当
と
な
っ
て
４
回
目
の
新
年
号

と
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
お

忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も
『
写
真
の
人
』

と
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
嬉

し
く
、
そ
し
て
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
総
務
課
広
報
係
　
川
上
）

　村では、『花園プラムタウン』分譲地の第１期分について、村民の方を対象に村内先行受付を令和７年１月 20
日 ( 月 ) より開始します。受付初日には説明会を社会福祉センターで実施いたしますので、お知らせします。

花園プラムタウン分譲地
　令和７年１月20日村内先行受付開始
花園プラムタウン分譲地
　令和７年１月20日村内先行受付開始

○申し込み条件・申し込み区画
　ご自身または１親等の親族が居住する住宅を７年以内に建築完了する
　ことができる方で、申込者１名につき１区画です。
○村内先行受付期間・提出書類・提出方法
　令和７年１月 20日（月）〜２月 14日 ( 金 ) まで　※必着
　期日までに「分譲地譲受申込書」を持参、郵送、メール（kikaku@
　sarabetsu.jp）またはホームページ上の申込フォームで提出ください。
○説明会
　令和７年１月 20日（月）19時から　社会福祉センター
※申し込みにあたり説明会の参加は必須ではありません。
※同じ区画に２件以上の申し込みがある場合は抽選となります。
※譲渡契約・所有権移転は４月１日(火)以降で土地代金支払完了後です。
※詳しくは村ホームページをご覧いただくか、企画政策課へお問い合せ
　ください。

●申し込み・問い合せ　企画政策課地域開発係　☎ 52-2114

【申し込みの方法と分譲までのスケジュール】

郵
便
局

更
別
消
防

コムニ団地

温泉

【位置図】

【面積・価格】
区画 面積 (㎡ ) 面積 ( 坪 ) 価格 ( 円 )
❶ 495.27 149.85 3,021,000
❷ 495.66 149.97 3,023,000
❸ 617.58 186.86 3,767,000
❹ 617.59 186.86 3,767,000
❺ 522.89 158.21 3,189,000
❻ 529.13 160.09 3,121,000
❼ 529.12 160.09 3,121,000
❽ 529.14 160.10 3,121,000
❾ 528.98 160.05 3,120,000

405.23 122.61 2,471,000
410.99 124.35 2,424,000
411.00 124.35 2,424,000
404.75 122.46 2,468,000
486.14 147.09 2,965,000
492.26 148.94 2,904,000

●10
●11
●12
●13

【区画図（第１期分譲地）】

【計画図】

国道 236 号

村
道
更
別
高
校
通
り

村
道
花
園
１
条
線

民有地

2025（第１期分譲地）

2026（第2期分譲地）

2027（第3期分譲地）

緑地帯 緑地帯 緑地帯

緑地帯

●14
●15

民有地

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼ ❾

●10 ●11 ●12 ●13 ●14 ●15

❽

民有地

　今回先行予約受付の対象は 2025（第１期分譲地）の
15区画となります。

➡詳しくは、こちらを

ご確認ください。
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